


こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
市

政
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
与
え

ら
れ
た
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

私
の
政
治
信
条
で
あ
る
、「
市
民
が

ま
ん
な
か
」
を
基
本
に
据
え
て
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
、
誠
心
誠
意
、
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

春
日
市
は
こ
れ
ま
で
、
福
岡
都
市

圏
の
住
宅
都
市
と
し
て
、
急
激
な
人

口
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
都
市
基

盤
整
備
に
重
点
を
置
い
て
行
政
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ

れ
に
加
え
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
、
多
様
化
す
る
価
値
観
、
環
境
と

の
共
生
な
ど
、
新
た
な
課
題
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
行
政
が
ど
の
よ
う
な
展
望

の
も
と
に
、
何
を
ど
の
よ
う
な
方
向

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、

市
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
多
く
の
市
民
と
の
対
話
の

な
か
か
ら
、
市
民
の
心
を
く
み
上
げ

て
い
く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
お

り
ま
す
。
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
あ
る
春
日
市
を
創
造
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
理
念
や
手

法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

景
気
低
迷
が
長
引
い
て
い
る
厳
し

い
財
政
状
況
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、「
輝
き

ふ
れ
あ
い
　
安
ら
ぎ
の
都
市
ま

ち

か
す

が
」
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
10
万
8
千
の
市
民
が
、
住

ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
市
職
員
と
と
も

に
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

ま
す
と
と
も
に
、
市
政
運
営
へ
の
な

お
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
し
て
、
市
長
就
任
に
当
た

っ
て
の
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平
成
15
年
5
月
1
日

春
日
市
長
　
井
　
上
　
澄
　
和

2

市
長
あ
い
さ
つ

就任あいさつ

ま
ち
づ
く
り
の
決
意
を
新
た
に

井
上
市
長
初
登
庁

4
月
27
日
の
選
挙
で
再
選
さ
れ
2
期
目
を
迎
え

た
井
上
市
長
が
、
5
月
1
日
、
市
民
や
職
員
の
歓

迎
を
受
け
な
が
ら
初
登
庁
。

就
任
式
で
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。



白
水
大
池
公
園

3

春には約400本のサクラが咲き、初夏には新緑、秋に
は紅葉が水面に映え、そして冬にはカモやシラサギが舞
い降りる。そんな四季折々の風景を楽しめるのが｢白水大
池公園｣です。
この公園は、筑前三大池の一つといわれた白水大池を

中心に作られたもので、福岡ドーム8個分の広さをもつ総
合公園です。年間10万人もの人が利用し、市民の憩いの
場として親しまれています。

人・水・緑うるおう安らぎのオアシス空間
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白
水
大
池
公
園

白水大池公園には、ちびっこ広場
や芝生広場、大きな噴水など楽しい
場所がいっぱいあります。
今回は、市内に住む子どもたちと

いっしょに、この公園を紹介してい
きます。

広い芝生と、草の上でくつろぐ親子の姿で
｢平和｣を表現したモニュメントがある「噴水

広場」。夏には、水遊びをする子どもが見られます。
また、隣の｢多目的

広場｣は、サッカーや
ラグビーの試合などに
利用されています。イ
ベントや試合がないと
きには一般の人にも開
放しています。

池の入江には、2本の橋がかかっています。
橋のそばにある中の島には、自然のままの赤

松林があります。（自然保護のため島への立入禁止。）

1

2
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白
水
大
池
公
園

「ちびっこ広場」は、18種類もの遊具があり、
子どもたちに一番人気の場所です。週末はたくさ

んの親子連れでにぎ
わっています。
ちびっこ広場の下

には、「虹の売店」が
あります。この売店
は、母子寡婦福祉会
が運営しています。

3

展望塔からは白水大池が一望でき
ます。（現在、堤防の改修のため、水

を抜いています。）

4

池の周りの道には、たくさんの木
や花が植えられています。5

春日市民の憩いの場｢白水大池公園｣。あなた
も、緑豊かな白水池を散策してみませんか。

天
神
山�

小
学
校�

上白水池の下� 大土居�

パチンコ�

白水池�

塚原台�

松ヶ丘�

春日市観光道路�

天神山�
児童遊園�

春日南通り�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い�

西
鉄
バ
ス�

白水大池公園�
ちびっこ広場前�

白水大池公園�
噴水前�

松ヶ丘�
入口�

整理池�

ウ
ト
グ
チ
中
池�

県
道
板
付
牛
頚
筑
紫
野
線�

ヒ
シ
ャ
テ
ガ
浦
池�

P

P 〒�

○
木
や
花
、
鳥
や
魚
な
ど
の
自
然
を
大
切
に

園
内
の
草
木
を
と
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
園
路
近
く
で
の
魚
釣
り
は
、
散
歩

し
て
い
る
人
に
ひ
っ
か
か
っ
た
り
し
て
危

険
な
の
で
、
禁
止
し
て
い
ま
す
。

○
花
火
な
ど
の
火
気
厳
禁

草
木
に
燃
え
移
る
と
大
変
危
険
で
す
。

○
犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
必
ず
ひ
も
で
つ
な
い
で
散
歩
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

○
池
に
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

現
在
、
工
事
の
た
め
池
の
水
を
抜
い
て

い
ま
す
が
、
底
は
ぬ
か
る
ん
で
い
て
危
険
。

入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
目
的
広
場
の
休
場
期
間

き
れ
い
な
芝
生
を
保
つ
た
め
、
広
場
の

休
場
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

休
場
期
間

6
月
20
日
〜
7
月
20
日
▽
10

月
15
日
〜
11
月
15
日

※
　
市
は
、
平
成
13
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
も
と
に
、
利
用
し
や
す
い
公
園
と
な

る
よ
う
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
い
く
つ
か
の
き
ま
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
の
際
に
は
、
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

守
ろ
う
！
公
園
の
き
ま
り

公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す

石橋美千代さん
（白水大池公園管理人）

公園には、市内市外問
わずたくさんの人が訪れ
ています。
公園はみんなのもの。

マナーを守って楽しく利
用してくださいね。
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せ
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6月1日は「人権擁護委員の日」です。

春日市には、7人の人権擁護委員がいて、市民

の人権に関する相談を受けています。

相談は、同和、女性、子ども、高齢者、障害の

ある人、アイヌの人々、外国人、HIV感染者、刑

を終えて出所した人などの問題。さらに、インタ

ーネットなどを悪用した差別やプライバシー侵害

など、人権に関することなら何でも構いません。

相談は無料で、秘密は守られます。気軽に、人

権擁護委員に電話でご相談ください。

※　市役所でも、毎月第1火曜日に特設人権相談

を行っています。詳しくはお問い合わせくださ

い。

問い合わせ先 人権女性政策課

(584)1111 (584)1153FAX

悩みを相談してみませんか

人権擁護委員の日

平
成
11
年
6
月
23
日
に
「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
お
互
い
を
尊
重
し
、
利
益

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
実
現
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
性
別
に
か
か
わ

ら
ず
「
個
人
」
と
し
て
平
等
に
尊
重

さ
れ
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。
社

会
の
中
で
の
「
性
別
に
よ
る
不
平
等

な
扱
い
」
を
な
く
す
た
め
に
も
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
意
識

改
革
と
、
社
会
制
度
や
習
慣
の
見
直

し
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

男
性
だ
け
で
な
く
、
女
性
や
高
齢

者
な
ど
全
て
の
人
が
、
個
々
の
能
力

を
発
揮
し
て
互
い
に
社
会
を
支
え
合

う
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化
に
よ

る
労
働
力
の
減
少
や
社
会
保
障
制
度

な
ど
の
問
題
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
改
め
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

託
児
（
無
料
）
や
手
話
通
訳
も

行
い
ま
す
。

日
時

6
月
28
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

講
師

原は
ら

健
一

け
ん
い
ち

さ
ん
（
メ
ン
ズ

リ
ブ
福
岡
代
表
）

演
題

女
と
男
の
い
い
関
係
〜
男

性
の
目
か
ら
見
た
男
女
共

同
参
画
と
は
〜

※
　
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
6

月
20
日
(金)
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性

政
策
課
男
女
共
同
参
画
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

6月23日～29日は

「男女共同参画週間」

市からのお知らせ�

名　前�

白水　欣哉� 小倉� 1(591)0229�
(5兼用)

住　所� 電話番号�

しろうず�

森山　利徳� 松ヶ丘� 1(595)0846�
(5兼用)

もりやま� としのり�

福島　恭輔� 泉� 1(571)5225�
(5兼用)

ふくしま� きょうすけ�

別府るみ子� 春日原北町� 1(591)7606
べっぷ� こ�

籾井　勇次� ちくし台� 1(585)3886�
(5兼用)

も み い � ゆ う じ �

松川　瑞惠� 塚原台� 1(595)1432�
(5兼用)

まつかわ� み ず え �

齊野知恵子� 紅葉ヶ丘東� 1(501)3702�
(5兼用)

さいの�ち　え　こ�

きんや�

春日市人権擁護委員
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
引

き
続
き
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
の
確
認
の
た
め
、
毎
年
6
月
に

「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
事
前
に
現

況
届
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
提
出
が
な

い
場
合
、
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

6
月
11
日
(水)
〜
30
日
(金)

（
平
日
の
み
）

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

必
要
書
類

▽
平
成
15
年
度
児
童
手
当
現
況
届
用
紙

（
記
入
し
て
押
印
し
た
も
の
）

▽
健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー
不
可
）

▽
年
金
加
入
証
明
書(

6
月
1
日
現
在
、

厚
生
年
金
に
加
入
中
の
人
の
み)

▽
平
成
15
年
度
所
得
証
明
書(

1
月
2

日
以
降
に
春
日
市
に
転
入
し
た
人
の

み)※
　
1
月
1
日
に
住
ん
で
い
た
市
町

村
役
場
で
発
行
し
ま
す
。

▽
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

（
児
童
と
別
居
し
て
い
る
人
の
み
）

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来

課
母
子
児
童
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

7
7
3
9

FAX

受付が始まります

平成15年度児童手当現況届

5
月
上
旬
に
軽
自
動
車
税
と
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
対
象
者
に

送
付
し
ま
し
た
。
対
象
者
で
、
納
税

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

送
付
対
象
者

▽
軽
自
動
車
税

平
成
15
年
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
を
所
有
（
使
用
）

し
て
い
る
人

▽
固
定
資
産
税

平
成
15
年
1
月
1
日
現
在
、
春

日
市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
る
人

※
　
共
有
名
義
の
場
合
は
、
代
表
者

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
・
・
・

つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
期
限
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
て
納
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
う
と
、
督
促
状
が
発
送
さ
れ

手
数
料
1
0
0
円
が
加
算
さ
れ
た

り
、
延
滞
金
が
付
い
た
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

納
付
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
分
無

駄
な
出
費
が
か
さ
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
納
期
限
を
守
っ

て
納
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
収
税
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

納期限を守って納めましょう

軽自動車税・固定資産税

第
1
種
低
層
住
居
専
用
地
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
土
地
で
す
。

入
札
は
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

○
売
却
競
売
物
件

所
在
地

松
ヶ
丘
5
―

1
3
2
―

4

地
目

宅
地

地
積

3
9
6
㎡

○
説
明
会

日
時

7
月
9
日
(水)

午
後
2
時
〜

会
場

春
日
市
役
所
4
0
6
会
議
室

※
　
説
明
会
終
了
後
、
各
自
で
現
地
を
見
学

で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
説
明
会
に
参
加
せ
ず
に
入

札
に
参
加
し
た
場
合
で
も
、
現
地
説
明
事

項
を
了
解
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

○
入
札
会

日
時

7
月
16
日
(水)

午
後
2
時
30
分
〜

(

受
付
　
午
後
2
時
〜)

会
場

春
日
市
役
所
4
0
6
会
議
室

入
札
に
必
要
な
も
の

▽
入
札
保
証
金
（
入
札
価
格
の
5
／
1
0
0

以
上
の
額
）

▽
入
札
参
加
者
の
印
鑑

▽
身
分
を
証
明
す
る
も
の
・
誓
約
書
（
個
人

の
場
合
）

▽
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

※
　
代
理
人
が
参
加
す
る
場
合
は
、
委
任
状

と
委
任
者
の
印
鑑
証
明
書
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

資
料
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
3

FAX

市有地

売却（一般競争入札）します



情
報
ひ
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ば

8

10
万
本
を
超
え
る
あ
じ
さ
い
の
花
に

囲
ま
れ
て
、
日
々
の
疲
れ
を
い
や
し
ま

せ
ん
か
。

期
間

6
月
15
日
(日)
〜
7
月
2
日
(水)

内
容

▽
あ
じ
さ
い
の
切
花
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
九

千
部
観
光
リ
フ
ト
の
山
頂
駅
で
先
着

平
日
30
人
、
日
曜
・
祝
日
80
人
）

▽
あ
じ
さ
い
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
入
選

者
に
賞
品
）
な
ど

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ
（
那
珂
川
町
五
ケ
山

ご
か
や
ま

6
4

8
）

(

953)

3
0
3
0

(

953)

3
2
9
5

今
回
は
「
小
川
探
検
」
を
行
い
ま
す
。

水
生
生
物
の
生
態
や
小
川
で
の
楽
し
み

方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

7
月
12
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時(

予
定)

FAX

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

（
大
野
城
市
牛
頸
う
し
く
び

2
3
7
4
―

2
）

※
　
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
が
な
い
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費

一
人
3
0
0
円
程
度
（
当
日

徴
収
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
弁
当
▽
飲
み
物

定
員

30
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

6
月
28
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
（
市

FAX

野
外
活
動
場
）
内
の
星
の
館
（
天
体
観

測
所
）
で
は
、
毎
月
星
の
観
望
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
6
月
は
、
牛
飼
い
座
や

乙
女
座
な
ど
が
見
え
ま
す
。

日
時

6
月
28
日
(土)

午
後
8
時
〜
9
時
30
分

※
　
天
候
次
第
で
は
場
内
の
活
動
セ
ン

タ
ー
で
星
の
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所

か
す
が
の
森
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド

星
の
館
（
大
野
城
市
牛
頸
う
し
く
び

2

3
7
4
―

2
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
　
2
0
0
円
　

▽
小
・
中
学
生
　
1
0
0
円

定
員

20
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

※
　
中
学
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

6
月
20
日
(金)
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(
585)

1
6
3
4

今
ま
で
に
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
N
I
K
O
S
U

FAX

K
O
（
ニ
コ
ニ
コ
す
こ
や
か
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

だ
れ
で
も
簡
単
に
楽
し
め
ま
す
。

日
時

6
月
22
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場
（
大
谷
6
―

28
）

種
目

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▽
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド

▽
ド
ッ
ジ
ビ
ー
な
ど

※
　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
必
ず
上

靴
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

6
月
18
日
(水)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

専
門
の
指
導
員
が
教
え
ま
す
。
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
土
曜
日

午
後
5
時
〜
7
時

練
習
場
所

▽
火
曜
日
　
須
玖
小
学
校
（
須
玖
南
2

―

71
）

▽
土
曜
日
　
春
日
北
小
学
校
（
岡
本
1

FAX

―

35
）

会
費

月
額
3

0
0
0
円

※
　
ほ
か
に
、
入
会
費
3

0
0
0
円

と
保
険
料
（
年
間
）
6
0
0
円
が
必

要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

(

595)

5
1
9
7
（

兼
用
）

小
学
生
以
上
が
対
象
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日

午
後
3
時
〜
午
後
5
時

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

2
階
競
技
場

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
尾
ま
つ
お

(

582)

0
5
4
6

※
　
前
号
の
こ
の
記
事
で
「
小
学
生
以

下
」
と
あ
る
の
は
「
小
学
生
以
上
」

の
誤
り
で
し
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場

（
大
谷
6
―

28
）
は
、
床
の
研
磨
補
修
工

事
の
た
め
一
時
休
場
し
ま
す
。
利
用
者

の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
場
期
間

6
月
16
日
(月)
〜
25
日
(水)

※
　
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場

は
、
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

1
6
3
4

FAX

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
報
ひ
ろ
ば�

春
日
市
役
所�

ト�

イ
ベ
ン
ト

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

サ
タ
デ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ふ
れ
あ
い
探
検
隊
第
４
弾

き
れ
い
な
夜
空
を
楽
し
も
う

星
の
観
望
会

教
室
生
募
集

少
年
少
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

土
曜
ク
ラ
ブ

卓
球
部
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球
場

工
事
の
た
め
一
時
休
場

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

N
I
K
O
S
U
K
O
へ
行
こ
う

ツ�

ス
ポ
ー
ツ

ニ
　
　
コ
　
　
す
　
　
こ
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お誕生日おめでとう

平成14年6月10日生

中
島
な
か
し
ま

総
司
そ
う
し

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成14年6月7日生

梅
野
う
め
の

幸
樹
こ
う
き

ち
ゃ
ん(

桜
ヶ
丘)

平成14年6月23日生

江
副
え
ぞ
え

香
葉
来

こ

は

く

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年6月20日生

春
永
は
る
な
が

琴
美
こ
と
み

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成14年6月9日生

山
元
や
ま
も
と

萌
子
も
え
こ

ち
ゃ
ん(

小
倉
東)

情
報
ひ
ろ
ば

9

既
婚
女
性
が
中
心
の
硬
式
テ
ニ
ス
サ

ー
ク
ル
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
水
・
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

▽
水
曜
日
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大
谷
6
―

28
）

▽
金
曜
日
　
若
葉
台
中
央
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
若
葉
台
西
3
―

4
―

1
）

会
費

月
額
2

5
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
石
川
い
し
か
わ

(

593)

3
9
0
0
（

兼
用
）

▽
川
原
か
わ
は
ら

1(

502)

5
6
1
5

6
月
15
日
(日)
か
ら
屋
外
50
m
プ
ー
ル

が
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
プ
ー
ル
は
、
中
学
生
以
上
の
人

の
み
利
用
で
き
ま
す
。
小
学
生
や
幼
児

は
、温
水
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

FAX

開
場
日
時

▽
6
月
15
日
(日)
〜
7
月
19
日
(土)
・
9
月

2
日
(火)
〜
9
月
14
日
(日)

午
後
1
時
〜
8
時
（
日
曜
日
は
午
前

9
時
〜
午
後
8
時
）

▽
7
月
20
日
(日)
〜
8
月
31
日
(日)

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

※
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
以
外
は
倍
額
と
な
り
ま
す
。

休
場
日

▽
毎
週
月
曜
日
▽
毎
月
第
3

火
曜
日
（
い
ず
れ
も
祝
日
を
除

く
）

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
が
対
象
の

水
泳
大
会
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
県
民
体
育
大
会
夏
季

大
会
の
出
場
選
手
選
考
も
兼
ね
ま
す
。

日
時

7
月
5
日
(土)

午
前
9
時
〜

（
受
付
　
午
前
8
時
20
分
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
外

50
m
プ
ー
ル(

大
谷
6
―

28)

申
込
方
法

6
月
22
日
(日)
ま
で
に
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
す
る

※
　
申
込
書
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

FAX

タ
ー
、
同
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
、

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
市

民
課
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)

3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

5
月
1
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
人(

学
生
を
除
く)

が
対
象
の
大
会

で
す
。

日
時

6
月
29
日
(日)

（
集
合
　
午
前
9
時
30
分
）

場
所

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階
競

技
場(

那
珂
川
町
中
原
な
か
ば
る

5
4
1
）

種
目

▽
一
般
男
女

▽
青
年
男
女(

35
才
以
下)

▽
壮
年
男
女(

40
才
以
上)

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法

6
月
22
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
種
目
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
尾
ま
つ
お

FAX

(

582)

0
5
4
6

(

574)

9
1
3
8

リ
ウ
マ
チ
の
専
門
医
を
招
い
て
、
講

演
会
と
療
養
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
15
日
(日)

午
後
1
時
40
分
〜
午
後
4
時

会
場

福
岡
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
6
階
6

0
1
号
室
（
福
岡
市
中
央
区

荒
戸
あ
ら
と

3
―

3
―

39
）

演
題

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
伴
う
諸
症
状

と
対
応
に
つ
い
て

講
師

首
藤
し
ゅ
ど
う

敏
秀
と
し
ひ
で

さ
ん(

九
州
大
学
医

学
部
附
属
病
院
整
形
外
科
医

師)

※
　
相
談
会
で
は
、
講
師
の
ほ
か
、
数

人
の
先
生
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

(社)
日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
福
岡
支
部
　
香
川
繁
康

か
が
わ
し
げ
や
す

(

5
8
5)

5
4
9
1
（

兼
用
）

FAX

FAX

部
員
募
集

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ「
ラ
ブ
・
オ
ー
ル
」

泳
ぎ
に
き
ま
せ
ん
か

屋
外
50
ｍ
プ
ー
ル
利
用
開
始

参
加
者
募
集

春
日
市
水
泳
大
会

県
民
体
育
大
会

卓
球
予
選
大
会

(社)
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

医
療
講
演
会
・
療
養
相
談
会

料金表(消費税別)

区　分�

団体�
(20人以上)

一般�

中･高生�

個
　
人�

普通券� 回数券�

2時間�
以内�

150円� 60円� 1,500円�

100円�

上記金額の2割引�

40円� 1,000円�

超過�
30分ごと�

2時間券�
12枚つづり�

�

健
　
康
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10先方への電話は6月1日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●布おむつ・おむつカバ
ー●宝幼稚園制服・帽
子・カバンなど 男児
用 Mサイズ●ミニカ
ー トミカなど▽いずれ
も無料で 池田 (595)

1759
●ベビークーハン●ベビ
ー用ふとん 上下 シー

ツ付き●新生児肌着●ベ
ビ ー 服 7 0 c m ～
80cm 男児用女児用各
種 いずれも無料で

樋上 (574)1415
●ジャングルジム（すべ
り台付き アンパンマ
ン 2,000円●鉄棒兼ブ
ランコ 2,500円●乗用
玩具 ハローキティ 手
押し付き 500円 寒竹

(572)3018
●子ども用食卓イス テ
ーブル付き 無料で

三谷 (571)1852

【ゆずってください】
●幼児・児童用学習教
材 安価か無料で 森

(585)7202
●キーボード 安価か無
料で 竹林 (588)3001
●地球儀 安価か無料
で 三谷 (571)1852

※　リサイクルを進める
ためのコーナーです。
営利目的での利用はで
きません。なお、クレ
ームなどは当事者間で
解決してください。
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� ▽
�

▽
� ▽
�▽
� ▽
�

▽
�

▽
� ▽
� ▽
�

▽
�

▽
�

▽
�▽
� ▽
� ▽
�

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿名
は不可)、電話番号、品物名
(色、サイズ、特徴など詳し
く)、有料・無料の別(有料の
場合は1万円を上限とする
希望価格)を書いて「〒
816－8501春日市役所広
報担当」あて送ってください。

今
も
な
お
患
者
の
発
生
が
あ
り
な
が

ら
、
多
く
の
人
が
忘
れ
つ
つ
あ
る
「
結

核
」
に
つ
い
て
、
筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
感
染
症
係
の
保
健
師
が
講
演
し

ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

6
月
16
日
(月)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ク
ル

で
す
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
く
で
き

る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
、
い
っ
し
ょ
に

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
階
ア
リ
ー

ナ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

FAX

会
費

月
額
2

5
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

合
原
幸
子

(

592)

6
6
0
9
（

兼
用)

じ
ん
肺
の
有
所
見
者
に
定
期
的
な
肺

が
ん
検
査
が
必
要
に
な
り
、
事
業
所
の

じ
ん
肺
健
康
診
断
に
こ
の
検
査
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
離
職
し
て
い
る
人
で
も
、
じ

ん
肺
区
分
が
管
理
2
の
決
定
を
受
け
て

い
る
人
は
、
国
の
費
用
で
「
肺
が
ん
に

関
す
る
検
査
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

FAX

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
衛

生
課

(

411)

4
7
9
8

(

411)

3
5
1
7

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
6
月
6
日
(金)

「
胃
と
腸
の
話
」

仲
道
孝
次
さ
ん
（
内
科
医
長
・
内
視

鏡
室
長)

▽
6
月
13
日
(金)

「
リ
ハ
ビ
リ
っ
て

何
？
」

札
本
　
篤
さ
ん
（
理
学
療
法
士
主

任)

▽
6
月
20
日
(金)

「
生
活
習
慣
病
〜
14

年
ド
ッ
グ
報
告
〜
」

坂
田
知
子
さ
ん
（
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
医
師
）

▽
6
月
27
日
(金)

「
高
齢
者
向
け
の
お

食
事
」

東
屋
敷
美
保
さ
ん
（
管
理
栄
養
士)

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

FAX

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
6

階
講
堂(

須
玖
北
4
―

5)

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

(

573)

6
6
2
2

(

502)

3
4
6
0

流
行
地
域
へ
の
渡
航

香
港
で
発
生
し
た
S
A
R
S
は
、
現

在
、
20
数
カ
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
発
生

の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
渡
航
を
控

え
る
な
ど
の
感
染
予
防
対
策
は
今
後
も

必
要
で
す
。

流
行
地
域
か
ら
の
帰
国
者

S
A
R
S
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
に
約
10
日
ほ
ど

か
か
り
ま
す
。

流
行
地
域
か
ら
帰
国
し
た
人
は
、
帰

国
後
10
日
間
く
ら
い
は
で
き
る
だ
け
外

出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
う
が
い
や
手
洗
い
を
行
い
、

食
事
や
休
養
を
十
分
に
取
っ
て
、
体
を

健
康
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

FAX

症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
相
談

帰
国
後
、
38
度
以
上
の
急
な
発
熱
や

せ
き
、
息
苦
し
い
な
ど
の
呼
吸
症
状
が

出
た
場
合
は
、
S
A
R
S
の
流
行
を
防

ぐ
た
め
、
病
院
に
行
く
前
に
電
話
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

流
行
地
域
（
5
月
8
日
時
点
）

▽
香

港
▽
広
東
省
▽
山
西
省
▽
北
京

▽
天
津
▽
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

(

以
上
中
国)

▽
台
湾
▽
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル(

モ
ン
ゴ
ル)

▽
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
▽
ト
ロ
ン
ト(

カ
ナ

ダ)

▽
マ
ニ
ラ
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
対
策
課
感

染
症
係

(

513)

5
5
8
4

(

592)

8
4
4
4

FAX

「
結
核
常
識
あ
れ
こ
れ
」

い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー

会
員
募
集

シ
ニ
ア
健
康
体
操

ご
参
加
く
だ
さ
い

健
康
教
室

ご
注
意
く
だ
さ
い

S
A
R
S(

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群)

じ
ん
肺
健
康
診
断

肺
が
ん
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

ご
う
は
ら
さ
ち
こ

い け だ

ひのうえ

かんたけ

み た に

み た に

もり

たけばやし

と
く
し
ゅ
う
か
い

な
か
み
ち
こ
う
じ

ふ
だ
も
と
　
　
あ
つ
し

さ
か
た
　
と
も
こ

ひ
が
し
や
し
き
み
　
ほ

ホ
ン

コ
ン

テ
ン
シ
ン

タ
イ
ワ
ン

カ
ン
ト
ン

サ
ン
セ
イ

ペ
キ
ン
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お誕生日おめでとう

8月生まれのお子さん募集中
写真は、お子さんの顔が
大きく写っているもので、
裏にお子さんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
７月１日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成13年6月19日生

森
田
も
り
た

陸り
く

ち
ゃ
ん(

須
玖
南)

平成13年6月25日生

松
本
ま
つ
も
と

昌
之
ま
さ
ゆ
き

ち
ゃ
ん(

春
日
公
園)

平成14年6月8日生

青
木
あ
お
き

海
翔
か
い
と

ち
ゃ
ん(

春
日)

平成13年6月19日生

田
辺
香
凛

た
な
べ
か
り
ん

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

情
報
ひ
ろ
ば
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5
月
1
日
号
7
ぺ
ー
ジ
の
「
お

誕
生
日
お
め
で
と
う
」
の
募
集
記

事
で
、「
7
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

募
集
中
」
を
、「
6
月
生
ま
れ
」
と

掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
7
月
生
ま
れ
の
お

子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切

6
月
16
日
(月)
（
必
着
）

（
情
報
政
策
課
広
報
担
当
）

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

日
時

6
月
18
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
、
不
用
品

（
再
生
し
た
品
）
を
展
示
し
て
、
希
望

の
品
を
無
料
で
お
分
け
し
ま
す
。

期
間

6
月
9
日
(月)
〜
20
日
(金)
（
14
日

(土)
は
休
み
）

FAX

時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
春
日
公
園
6
―

2
）

展
示
品
目

▽
自
転
車
▽
家
具

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。

申
込
方
法

会
場
に
あ
る
申
込
書
に
希

望
品
目
の
番
号
を
記
入
し
、
持

参
し
た
結
果
通
知
用
の
ハ
ガ
キ

（
一
人
1
枚
、
あ
て
先
・
あ
て

名
記
入
）
を
添
え
て
申
し
込
む

※
　
抽
選
は
、
6
月
23
日
(月)
に
公
開
で

行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

春
日
大
野
城
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

(

596)

7
0
6
6

(

595)

4
1
4
0

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
中
高
年
を
対

象
と
し
た
講
座
で
す
。

日
時

6
・
7
月
の
毎
週
火
・
水
曜
日

午
後
3
時
〜
4
時
30
分

FAX

※
　
一
人
1
日
の
み
の
受
講
で
す
。

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
4
階
O
A

ル
ー
ム
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

各
12
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

午
後
6
時
〜
7
時
ま
で
の

間
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ソ
コ
ン
同

好
会
　
恒
崎

(

691)

7
3
4
9
（

兼
用
）

「
子
育
て
は
過
保
護
で
い
い
」
と
30

年
間
言
い
続
け
て
き
た
講
師
の
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
原
点
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

7
月
6
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
6
―

24)
講
師

佐
々
木
正
美
さ
ん
（
川
崎
か
わ
さ
き

医
療

福
祉
大
学
教
授
）

演
題

過
保
護
の
ス
ス
メ
〜
満
た
さ

れ
、
自
立
す
る
子
ど
も
た
ち
〜

FAX

入
場
料

5
0
0
円(

当
日
7
0
0
円)

※
　
入
場
券
は
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
春
日
（
春
日
1
―

38
）
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
託
児(

一
人
5
0
0
円
・

先
着
50
人)

も
行
い
ま
す
。
事
前
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

(

572)

8
7
4
0
（

兼
用
）

○
商
業
・
工
業
簿
記
2
級
講
座

対
象

3
級
程
度
の
実
力
が
あ
る
人

日
程

7
月
3
日
(木)
〜
11
月
10
日
(月)

の
毎
週
月
・
木
曜
日(

37
回)

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場

ま
ど
か
ぴ
あ
3
階
大
会
議
室

(

大
野
城
市
曙
2
―

3
―

1)

定
員

60
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

1
万
8

0
0
0
円

申
込
期
間

6
月
2
日
(月)
〜
20
日
(金)

○
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
講
座

日
程

7
月
7
日
(月)
・
9
日
(水)
・
11

FAX

日
(金)
・
14
日
(月)
・
16
日
(水)

会
場

太
宰
府
市
商
工
会
館(

太
宰

府
市
観
世
音
寺
1
―

2
―

1)

時
間

午
後
1
時
〜
5
時

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

1
万
円

申
込
期
間

6
月
5
日
(木)
〜
30
日
(月)

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

※
　
申
込
締
切
後
の
取
消
し
は
、
受
講

料
を
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

FAX

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

佐
々
木

さ

さ

き

正
美
ま
さ
み

講
演
会

パ
ソ
コ
ン
・
簿
記

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

基
礎
か
ら
教
え
ま
す

中
高
年
向
け
無
料
パ
ソ
コ
ン
講
座

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

不
用
品
展
示
会

子
育
て
教
室

赤
ち
ゃ
ん
の
食
生
活

環
　
境

�

講
演
・
講
座

�

子
育
て

つ
ね
ざ
き

あ
け
ぼ
の

か
ん
ぜ
お
ん
じ
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「
自
律
訓
練
法
」
を
ご
存
知
で

す
か
。
こ
れ
は
、
心
身
の
緊
張
を

と
き
ほ
ぐ
す
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。

人
は
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
て
緊
張

す
る
と
、
脈
が
速
く
な
っ
た
り
、

手
が
震
え
た
り
、
手
に
汗
を
か
い

た
り
、
体
が
硬
く
な
っ
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
だ
れ
に
で
も
起
き

る
生
理
的
な
反
応
で
す
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て

起
こ
る
か
は
個
人
差
が
あ
る
よ
う

で
す
。

河
合
隼
雄

か
わ
い
は
や
お

さ
ん(

心
理
療
法
家)

の
本
に
、
興
味
深
い
こ
と
が
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
河
合
先
生
は
、

大
勢
の
中
で
の
講
演
や
テ
レ
ビ
出

演
で
は
緊
張
し
な
い
の
に
、
最
近

始
め
た
楽
器
の
演
奏
会
で
は
と
て

も
緊
張
し
た
そ
う
で
す
。
心
理
学

の
大
家
で
も
そ
う
な
の
で
す
か
ら
、

だ
れ
し
も
緊
張
す
る
場
面
の
一
つ

や
二
つ
は
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

演
奏
会
の
よ
う
な
非
日
常
的
な

場
面
で
緊
張
す
る
の
は
当
然
と
し

て
も
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
緊
張
し
て
し
ま
う
の
は

困
っ
た
こ
と
で
す
。「
電
話
が
か
か

る
と
ド
キ
ド
キ
し
て
声
が
上
ず
っ

て
し
ま
う
」「
人
と
話
す
と
き
手
が

震
え
た
り
声
が
出
な
く
な
る
」
な

ど
の
訴
え
で
受
診
す
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
患

者
の
多
く
は
、
苦
手
な
場
面
を
想

像
し
た
だ
け
で
、
ど
う
き
が
し
た

り
手
に
汗
を
か
い
た
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
す
ま
す
物

事
を
悪
い
方
に
し
か
考
え
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
の

有
効
な
方
法
が
「
自
律
訓
練
法
」

で
す
。

人
は
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て
い

る
と
き
、
手
足
は
重
く
感
じ
、
呼

吸
や
脈
も
ゆ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ

し
て
、
血
流
が
良
く
な
る
た
め
、

手
足
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
こ
の

訓
練
法
で
は
、
そ
ん
な
体
の
状
態

を
意
図
的
に
作
っ
て
い
く
の
で
す
。

「
自
律
訓
練
法
」
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
手
な
場
面
で

の
緊
張
感
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
す
ぐ

に
緊
張
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
人

は
、
専
門
の
医
師
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

自
律
訓
練
法

石橋正彦
いしばしまさひこ

さん
（十全病院医師）

成
人
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
で

す
。
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

日
時

6
月
18
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル(

大
谷
6
―

24)

演
題

古
典
と
現
代
〜
博
多
独
楽
と
後

継
者
育
成
〜

講
師

筑
紫
珠
楽
さ
ん
（
筑
前
博
多
独

楽
宗
家
家
元
二
代
目
）

※
　
託
児(

2
0
0
円
・
定
員
10
人)

や

手
話
通
訳(

無
料)

が
必
要
な
人
は
、

6
月
11
日
(水)
ま
で
に
、
電
話
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

市
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
人
を

対
象
と
し
た
講
座
で
す
。
社
会
福
祉
活

動
・
体
験
を
通
し
て
、
新
た
な
生
き
が

い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
6
月
25
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
・

介
護
保
険
に
つ
い
て

▽
7
月
9
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
・

痴
呆
に
つ
い
て

▽
7
月
23
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
・

介
護
技
術
入
門

FAX

▽
8
月
6
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
・

高
齢
者
の
疾
患
等
予
防
・
簡
単
な
体

操
▽
8
月
27
日
(水)

午
前
9
時
30
分
〜
正

午
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

▽
9
月
10
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
3

時
・
施
設
見
学

※
　
原
則
と
し
て
、
全
日
程
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

場
所

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町

3
―

1
0
1
）
な
ど

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

実
費

申
込
方
法

6
月
2
日
(月)
以
降
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係

(

581)

7
2
2
5

(

581)

7
2
5
8

水
辺
で
安
全
な
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
講
習
会
で
す
。

受
講
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

FAX

す
人

▽
赤
十
字
水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講

習(

18
時
間)

修
了
者

▽
有
効
期
限
3
年
以
内
の
水
上
安
全
法

救
助
員

▽
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

期
間

7
月
3
日
(木)
・
4
日
(金)
（
2
日

間
）

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場

▽
県
消
防
学
校
（
宗
像
郡
福
間
町

西
福
間
）

▽
福
間
海
岸

講
習
内
容

▽
水
上
安
全
法
概
論
▽
救

助
の
た
め
の
泳
ぎ
と
自
己
保
全

▽
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
救
助
す

る
具
体
的
な
方
法
▽
応
急
手
当

な
ど

受
講
料

1

0
0
0
円
（
教
材
代
、

保
険
料
と
し
て
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字
社
福
岡

県
支
部
事
業
課

(

523)

1
1
7
1

(

521)

2
5
5
2

FAX

日
本
赤
十
字
社

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

六
〇
福
祉
大
学

受
講
し
ま
せ
ん
か

中
央
公
民
館
教
養
講
座

に
し
ふ
く
ま

こ
　
ま

ち
く
し
し
ゅ
ら
く



紐ひ
も

つ
く
り
技
法
や
ろ
く
ろ
技
法
を
使

っ
て
湯
飲
み
な
ど
を
作
り
、
乾
燥
後
、

上
薬
を
か
け
て
焼
き
上
げ
ま
す
。
初
め

て
の
人
や
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

日
程

6
月
14
日
〜
平
成
16
年
2
月
21

日
の
主
に
毎
月
第
2
・
4
土
曜

日

会
場

①
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

②
の
ぼ
り
窯
体
験
広
場
（
白
水
ケ
丘
1

―

4
）

時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
前
10

時
〜
午
後
3
時

募
集
人
員

①
25
人
程
度(

申
込
先
着

順)

②
10
人
程
度(

当
日
先
着

順)

参
加
費

各
50
円
程
度
（
粘
土
代
）

申
込
方
法

①
開
催
日
の
1
か
月
前
か
ら
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
む

②
開
催
日
当
日
に
会
場
で
申
し
込
む

※
　
会
場
や
日
程
、
時
間
、
募
集
方
法

情
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エッセイ募集中 ハガキに題名、住所、氏名、電話番号を書いて送ってください。匿名やペンネームでも可。なお、編集の都合で、原文を要約したり、表現を変えた
りすることがあります。あて先●〒816-8501春日市役所　広報担当「エッセイ」係　※　掲載した人には図書券（500円分）を進呈します。

６
月�

三月の末に亡父の一周忌で、ふるさと鹿児島に

帰省した。満開の桜に見送られ、車は一路南へ。

行く先々で春の美しい花々が迎えてくれた。

朝はウグイスの「ホー、ケキョ、ケキョ」の鳴

き声で目を覚まし、朝もやが消えると庭から霧島

の韓国
からくに

岳が望めた。大口の忠元
ただもと

公園の桜は桜百選

の一つでぜひ行ってみたいと思っていた。奥十曽
おくじっそう

にある樹齢500～600年ともいわれるエドヒガン

桜を前にして、遠い昔に思いをはせた。そして、

曽木
そ ぎ

の滝のしぶきとマイナスイオンをいっぱい浴

びたこの桜に、たくさんの元気をもらった。

こんなに美しい季節にふるさとへと招いてくれ

たのも、父からの贈りものだと亡き父に感謝しま

す。

「父ちゃんありがとう。天国でも母ちゃんと仲

良くね。」

父からの贈り物
小城
こじょう

豊美
とよ み

誕生日
[ペンネーム] カーネーション

今日は私の誕生日。朝から雨がしとしと降って

いる。

この年にもなると、誕生日がきても別段うれし

くもない。しかし、誕生日とは、母が私を産んで

くれた日でもあるので、いつも亡き母には感謝し

ている。気候のいい日に産んでくれてありがとう。

たくさんの兄妹をありがとう。自信がなくて迷っ

た時に背中を押してくれてありがとう。

おかげで、なんとか結婚もし、子どもも成人し

て、母親らしいことができるようになった。

まだまだ心配なのかな、夢の中に母が出てきて

しかられることがあ

る。

夢でもいいから毎晩

出てきてほしいと思

う。

参
加
者
募
集

や
き
も
の
づ
く
り
教
室

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ
か
ら
従
事
し

よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
養

成
研
修
で
す
。

○
平
日
コ
ー
ス

日
程

8
月
4
日
(月)
〜
10
月
8
日

(水)
、
10
月
14
日
(火)
〜
平
成

16
年
1
月
14
日
(水)
ま
で
の

23
日
間

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

(

福
岡
市
南
区
大
楠
3
―

1
―

1)

申
込
期
限

6
月
23
日
(月)

○
土
日
コ
ー
ス

日
程

8
月
31
日
(日)
〜
平
成
16
年
1

月
18
日
(日)
の
毎
週
日
曜
日

※
　
11
月
30
日
(月)
〜
平
成
16
年
2
月

28
日
(金)
（
4
日
間
）
は
実
習
を

行
い
ま
す
。

会
場

麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校
福

岡
校
（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
南
2
―

12
―

29
）

申
込
期
限

7
月
22
日
(火)

FAX

募
集
定
員

各
10
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

受
講
料

2
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

申
込
方
法

市
高
齢
障
害
課
に
あ
る
受

講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
し
て
、
直
接
持
参
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

高
齢
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

日
時

6
月
15
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

場
所

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル(

福
岡
市
博

多
区
銀
天
町

ぎ
ん
て
ん
ち
ょ
う3
―

5
―

15)

対
象

母
子
家
庭
の
親
子

募
集
人
員

40
人
程
度(

申
込
先
着
順)

参
加
費

一
人
3
0
0
円(

靴
代)

申
込
方
法

6
月
8
日
(日)
の
午
前
中
ま

で
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
靴

の
サ
イ
ズ
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
母
子
寡
婦

福
祉
会(
白
水
大
池
公
園
売
店

内)

(

596)

9
9
2
5(

兼
用)

FAX
FAX

受
講
生
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
養
成
研
修

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

母
子
家
庭
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

�

福
　
祉

あ
そ
う

お
お
く
す

た
え
き
み
な
み

は
か
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日
常
生
活
に
介
助
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
や
障
害
者
が
、
生
活
し
や
す
い
よ

う
に
住
宅
を
改
造
す
る
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
ま
た
は
全
額
を
助
成
し
ま

す
。対

象
と
な
る
の
は
、
浴
室
、
便
所
、

玄
関
、
廊
下
、
階
段
、
居
室
な
ど
の
改

造
で
す
。
た
だ
し
、
新
築
や
全
面
的
に

改
築
さ
れ
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人

▽
介
護
保
険
要
介
護
認
定
で
、
要
支
援

ま
た
は
要
介
護
1
〜
5
の
判
定
を
受

け
た
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
1
級
ま

た
は
2
級
の
人

▽
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障
害
の

程
度
が
A
の
人

▽
補
装
具
と
し
て
車
椅
子
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

※
　
生
計
中
心
者
の
住
民
税
と
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。

助
成
額

対
象
と
な
る
工
事
費
と
助
成

限
度
額(

30
万
円)

の
い
ず
れ
か

低
い
方
の
額
（
1

0
0
0
円

未
満
は
切
り
捨
て
）

募
集
件
数

15
件

※
　
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
や
身
体

障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
な
ど
の

制
度
が
利
用
で
き
る
場
合
は
、
そ
の

制
度
が
優
先
し
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

市
内
で
献
血
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

希
望
者
に
は
、
健
康
管
理
に
も
役
立

つ
血
液
検
査
も
行
い
ま
す
。

日
時
・
会
場

▽
6
月
5
日
(木)

午
前
9
時
30
分
〜
午

後
0
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜
午

後
4
時
　

日
の
出
小
学
校
体
育
館
（
日
の
出
町

3
―

1
―

10
）

▽
6
月
10
日
(火)

午
前
9
時
30
分
〜
正

午春
日
野
小
学
校
多
目
的
教
室
（
春
日

公
園
4
―

1
―

1
）

FAX

▽
6
月
10
日
(火)

午
後
1
時
30
分
〜
4

時春
日
東
小
学
校
体
育
館
（
若
葉
台
東

1
―

51
）

▽
6
月
24
日
(火)

午
前
9
時
30
分
〜
正

午春
日
南
小
学
校
体
育
館
（
春
日
8
―

1
0
0
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
献
血
推
進
協

議
会
（
市
福
祉
計
画
課
内
）

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
手
話
講
習
会

で
す
。

聴
覚
障
害
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
手
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

講
習
会
終
了
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

期
間

7
月
14
日
〜
10
月
20
日
の
毎
週

月
・
金
曜
日
（
全
25
回
）

※
　
7
月
21
日
(月)
、
8
月
15
日
(金)
、
9

月
15
日
(月)
、
10
月
13
日
(月)
を
除
き
ま

す
。

FAX

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

（
昇
町
1
―

1
2
0
）

定
員

40
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

受
講
料

1

5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
、
交
流
会
費
な
ど
）

申
込
方
法

6
月
30
日
(月)
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
氏
名(

ふ
り
が

な)

、
住
所(

市
外
に
住
ん
で
い

る
人
は
勤
務
先
も)

、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号(

あ
れ
ば
フ

ァ
ッ
ク
ス
番
号
も)

、
受
講
の

動
機
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

公
認
会
計
士
や
弁
護
士
、
司
法
書
士

な
ど
で
構
成
す
る
福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時

6
月
7
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

（
受
付
　
午
後
3
時
ま
で
）

会
場

あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂
（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
2
―

5
―

1
）

相
談
内
容

▽
相
続
▽
サ
ラ
金
▽
雇
用

▽
介
護
保
険
▽
税
金
▽
登
記
▽

特
許
▽
許
認
可
▽
不
動
産
▽
年

金
▽
成
年
後
見
▽
企
業
会
計
な

FAX

ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
専
門
職
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局

(

714)

3
7
2
1

(

714)

4
2
3
4

悩
み
を
持
つ
青
少
年
と
、
子
育
て
に

悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
た
め
の
電
話
相

談
で
す
。
面
接
相
談
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
一
度
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

6
月
10
日
(火)
・
11
日
(水)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

相
談
電
話

5
0
2
―
7
8
6
7

相
談
会
場

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
原
町
3
―

1
―

7
）

相
談
内
容

▽
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
非
行
、
薬

物
の
悩
み

▽
し
つ
け
、
児
童
虐
待
な
ど
子
育
て
の

不
安

▽
い
じ
め
、
友
達
関
係
な
ど
学
校
の
不

安
▽
進
学
、
進
路
、
将
来
の
不
安
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
労
働
部
青
少

年
課

(

643)

3
3
8
8

(

643)

3
3
8
9

FAX FAX

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

手
で
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か

入
門
手
話
講
習
会

�

相
　
談

く
ら
し
・
事
業

な
ん
で
も
相
談
会

一
人
で
悩
ま
ず
電
話
し
よ
う

親
と
子
の
な
や
み
電
話
相
談

ご
存
知
で
す
か

住
宅
改
造
費
助
成
制
度

ありがとう
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4
月
10
日
と
5
月
8
日
の
夜
間
、

不
燃
物
を
収
集
し
て
い
た
ご
み
収
集

車
か
ら
、
爆
発
音
と
と
も
に
火
が
上

が
る
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し

た
。
原
因
は
、
使
い
切
ら
ず
に
捨
て

ら
れ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
で
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
、
中
身
を
使
い
切
ら
ず
に
捨
て
て

し
ま
う
と
、
中
に
残
っ
て
い
た
ガ
ス

に
引
火
し
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
招

い
て
し
ま
い
ま
す
。

ゴ
ミ
と
し
て
出
す
時
は
、
ボ
ン
ベ

や
缶
を
振
っ
て
中
身
が
残
っ
て
な
い

こ
と
を
必
ず
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
7

見
直
そ
う
ゴ
ミ
の
出
し
方

中
身
は
使
い
切
っ
て
い

ま
す
か
？

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
栄
養
相
談

と
栄
養
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時

第
1
・
3
火
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
大
野
城
市
白
木
原
3
―

5
―

25

筑
紫
総
合
庁
舎
内
）

内
容

▽
専
門
的
栄
養
相
談
（
病
態
、
母
子
な

ど
）

▽
食
品
に
関
す
る
こ
と
（
栄
養
成
分
表

示
制
度
、
保
健
機
能
食
品
な
ど
）

相
談
方
法

電
話
で
予
約
す
る

申
込
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

健
康
対
策
課
健
康
増
進
係
　

(

513)

5
5
8
3

(

592)

8
4
4
4

期
日

8
月
6
日
(水)
〜
8
日
(金)(

3
日

間)

会
場

第
一
保
育
短
期
大
学
お
よ
び
第

一
経
済
大
学
（
太
宰
府
市
五
条

3
―

11
―

25
）

願
書
請
求
・
受
付
期
間

6
月
2
日
(月)

〜
16
日
(月)

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

FAX

い
。な

お
、
毎
年
、
こ
の
保
育
士
試
験

に
併
せ
て
行
わ
れ
て
き
た
保
育
所
連

盟
主
催
の
受
験
準
備
講
習
会
は
、
今

年
か
ら
取
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。

願
書
請
求
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
こ
ど
も
未
来
課
保
育
所
担
当

(

584)

1
1
1
1

(
584)

7
7
3
9

団
員
40
人
で
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時

日
曜
日
（
月
3
回
）

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
6
―

24)

会
費

月
額
2

0
0
0
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

中
山
明
美

(

573)

0
9
6
7
（

兼
用
）

平
成
16
年
歌
会
始
の
お
題
が
「
幸
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
さ
ち
」
以
外
の
読
み
方
を
用
い
て

FAX FAX

も
よ
く
、「
幸
」
の
文
字
の
入
っ
た
熟

語
を
使
用
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

1

詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
、
一
人
1
首
の
み
と

し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

2

用
紙
は
半
紙(

和
紙)

と
し
、
毛
筆

で
自
書
す
る
。

3

病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
も
し
く
は
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ

ン
な
ど
を
用
い
て
も
よ
い
。
な
お
、

視
覚
障
害
者
は
、
点
字
で
詠
進
し
て

も
よ
い
。

4

書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

(

本
名
、
ふ
り
が
な)

、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業(

な
る
べ
く
具
体
的
に)

を

縦
書
き
す
る
。
な
お
、
無
職
の
場
合

は
「
無
職
」
と
書
き
、
以
前
に
職
業

に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
場
合
に
は
、

な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
く
。

注
意

▽
代
筆
の
場
合
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏

名
を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
る
。

▽
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
使
用
し
た
場
合

は
、
そ
の
理
由
を
別
の
紙
に
書
い
て

詠
進
歌
に
添
え
る
。

詠
進
の
期
限

9
月
30
日
(火)
ま
で(

当

日
消
印
有
効)

送
り
先

〒
100
―

8
1
1
1
宮
内
庁(

封

筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え

る
こ
と
。
用
紙
は
小
さ
く
折
っ

て
封
入
し
て
も
可)

※
　
不
明
な
点
は
、
宮
内
庁
式
部
職
へ

9
月
20
日
(土)
ま
で
に
郵
便
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
必
ず

返
信
用
封
筒
（
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、切
手
を
は
っ
た
も
の
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.ku
n
aich
o
.g
o
.jp
/

1
2
/d
1
2
-0
3
.h
tm
l

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

栄
養
相
談

受
験
生
募
集

県
保
育
士
試
験

団
員
募
集

混
声
合
唱
団
つ
く
し
の
風

お
題
は
「
幸
」

平
成
16
年
歌
会
始

う
た
か
い
は
じ
め

�

募
　
集

な
か
や
ま
あ
け
み

半　紙�

お
題｢

幸｣�

〒
　
住
　
　
所�

 

電
話
番
号�

 

ふ
り
が
な�

 

氏
　
　
名�

 

生
年
月
日�

 

職
　
　
業�

、
、
、
、
、
、�

、
、
、
、
、
、�

え
い
し
ん
か

し
ら
き
ば
る

ご
じ
ょ
う
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平
成
15
年
度
国
民
健
康
保
険
税
額

計
算
方
法
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
税
額
は
、
国

保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
員
の
数

や
前
年
中
の
所
得
を
基
に
算
出
し

た
医
療
給
付
費
分
に
、
介
護
納
付

金
分(

40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
被
保

険
者
が
い
る
世
帯
の
み)

の
金
額
を

加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。

こ
の
計
算
方
法
の
内
容
が
、
地

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

変
更
内
容

▽
給
与
所
得
者
に
対
す
る
特
別
控

除(

上
限
2
万
円)

を
廃
止

▽
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
な
ど
の

受
給
者
に
対
す
る
特
別
控
除(

17

万
円)

を
廃
止

▽
青
色
事
業
専
従
者
給
与
・
事
業

専
従
者
控
除
の
適
用

▽
長
期
譲
渡
所
得
等
特
別
控
除
の

適
用

▽
介
護
納
付
金
分
の
課
税
限
度
額

を
8
万
円
に
改
定(

前
年
度
は
7

万
円)

※
　
医
療
給
付
費
分
の
課
税
限
度

額
53
万
円
は
据
え
置
き
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

(

584)

１
１
１
１

(

584)

１
１
４
１

FAX

国
保
い
ろ
い
ろ

新
築
ま
た
は
既
存
の
県
営
住
宅
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

6
月
2
日
(月)
〜
10
日
(火)

※
　
募
集
案
内
書
は
、
申
込
期
間
中
、

市
管
財
課
と
い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇

町
1
―

1
2
0)

に
置
い
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

(

713)

1
6
8
3

(

713)

1
1
8
1

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
」

と
は
、
ユ
ネ
ス
・
ケ
ネ
デ
ィ
・
シ
ュ
ラ

イ
バ
ー
夫
人(

故
ジ
ョ
ン
・
エ
フ
・
ケ

ネ
デ
ィ
元
米
国
大
統
領
の
妹)

が
設
立

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
知
的

障
害
者
の
社
会
参
加
な
ど
を
願
っ
て
、

現
在
、
1
6
0
か
国
1
2
5
万
人
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

FAX

こ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

で
は
、
知
的
障
害
者
の
水
泳
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
更
衣
室
で
の
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒

に
水
泳
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

毎
月
第
2
・
3
・
4
土
曜
日

※
　
月
1
回
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

時
間

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル(

大
谷
6
―

28)
※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

衛
藤

(

524)

1
7
3
3

(

524)

1
7
4
4

勤
務
内
容

返
却
さ
れ
た
本
な
ど
を
書

庫
に
戻
す
作
業

※
　
司
書
の
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

募
集
人
員

2
人

採
用
期
間

7
月
19
日
(土)
〜
8
月
31
日

(日)

勤
務
日
数

週
5
日(

土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
も
あ
り
ま
す)

勤
務
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6

時

賃
金

日
額
6

1
0
0
円

申
込
方
法

6
月
15
日
(日)
ま
で
に
、
市

指
定
の
「
臨
時
職
員
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
す
る

※
　
申
し
込
み
時
に
簡
単
な
面
接
を
行

FAX

い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
民
図

書
館(

大
谷
6
―

24)

(

584)

4
6
4
6

(

584)

3
9
0
0

小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
で
す
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
が
集
合
し
て
、
富

士
山
の
ふ
も
と
で
行
い
ま
す
。

期
間

7
月
30
日
(水)
〜
8
月
3
日
(日)

（
4
泊
5
日
）

場
所

山
中
湖
村
営

や
ま
な
か
こ
そ
ん
え
い

山
中
湖
キ
ャ
ン
プ

場
（
山
梨
県
山
中
湖
村

や
ま
な
か
こ
む
ら

）

内
容

▽
富
士
登
山
▽
野
外
炊
飯
▽
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど

定
員

▽
日
本
人
　
2
2
0
人 FAX

▽
外
国
人
　
40
人

※
　
障
害
を
持
つ
子
ど
も
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
費
（
博
多
発
）

▽
小
学
生
　
6
万
4

0
0
0
円

▽
中
学
生
　
7
万
8

0
0
0
円

○
説
明
会

日
時

6
月
29
日
(日)

午
後
3
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場

県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー

(

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

9
―

15)

応
募
期
限

7
月
4
日
(金)

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

(財)
国
際

青
少
年
研
修
協
会(

〒
160
―

0
0

0
4
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
―

11
大
村
ビ
ル
3
階)

0
3(

3
3
5
9)

8
4
2
1

0
3(

3
3
5
4)

2
2
0
7

in
fo
@
kskk.o

r.jp

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

FAX

参
加
者
募
集

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

入
居
者
募
集

県
営
住
宅

水
泳
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か

市
民
図
書
館
臨
時
職
員
募
集

よ
つ
や

お
お
む
ら

え
と
う

よ
し
づ
か
ほ
ん
ま
ち



中
世
の
時
代
は
、
権
力
が
分
散
し
、

重
層
的
な
社
会
で
し
た
。

例
え
ば
、
白
水
荘

し
ろ
う
ず
し
ょ
うは

京
都
の
石
清
水

い
わ
し
み
ず

八
幡
宮

は
ち
ま
ん
ぐ
う

の
領
地
で
し
た
が
、
直
接
所
有

し
て
い
た
の
で
な
く
、
宇
美
う

み

八
幡
宮
を

支
配
す
る
こ
と
で
、
そ
の
荘
園

し
ょ
う
え
んで

あ
っ

た
白
水
荘
を
支
配
し
ま
し
た
。つ
ま
り
、

本
所
と
呼
ば
れ
た
領
主
と
中
間
の
領
主

の
2
階
建
て
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
。
筑
前
国
小
倉
荘

ち
く
ぜ
ん
こ
く
こ
く
ら
の
し
ょ
う

も
同
様
で
し
た
。

鎌
倉
時
代
初
期
の
石
清
水
の
文
書
に

は
、
弥
勒
寺
喜
多
院
所
領

み
ろ
く
じ
き
た
い
ん
し
ょ
り
ょ
う

の
筑
前
国
関

係
の
部
分
に
「
小
倉
庄
25
丁
（
町
）」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
弥
勒
寺
は
宇う

佐さ

八
幡
宮
の
神
宮
寺
で
す
。
神
宮
寺
と

い
う
の
は
、
神
社
の
境
内
か
隣
接
地
に

あ
り
、
僧
侶
が
神
に
奉
仕
す
る
た
め
の

寺
院
で
す
。
通
常
、
神
宮
寺
と
神
社
は

一
体
で
運
営
さ
れ
、
僧
侶
と
神
官
は
同

系
統
の
支
配
下
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
宇
佐
八
幡
宮
の
神
宮
寺
で
、
そ
の

境
内
に
あ
る
弥
勒
寺
は
、
平
安
時
代
、

講
師
（
僧
侶
を
統
括
す
る
責
任
者
）

元
命

げ
ん
み
ょ
う

が
、
そ
の
ま
ま
石
清
水
八
幡
宮

の
別
当
と
な
り
、
そ
れ
以
来
、
石
清
水

八
幡
宮
の
傘
下
に
入
り
ま
し
た
。
小
倉

荘
は
弥
勒
寺
領
で
す
が
、
石
清
水
八
幡

宮
が
弥
勒
寺
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ

り
、
石
清
水
八
幡

宮
の
領
地
と
な
っ

て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
弥

勒
寺
の
支
配
は
、

石
清
水
の
祠
官
し
か
ん

に

代
々
受
け
継
が
れ

ま
す
が
、
鎌
倉
時

代
に
入
る
と
祠
官

の
有
力
家
系

善
法
寺
家

ぜ
ん
ぽ
う
じ
け

に
よ
っ

て
相
続
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
承
久

じ
ょ
う
き
ゅ
う

二
年
（
1
2
2
0
年
）

善
法
寺
祐
清
ゆ
う
せ
い

は
、
子
の
住
清

じ
ゅ
う
せ
い

に
小
倉

荘
を
含
む
所
領
を
譲
っ
て
い
ま
す
。

筑
前
小
倉
荘
に
か
か
わ
る
文
献
史
料

は
こ
の
2
つ
の
み

で
す
。
筑
前
の
ど

こ
に
小
倉
荘
が
あ

っ
た
の
か
は
、
何

も
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。

こ
の
時
代
、
石

清
水
八
幡
宮
や
宇

佐
八
幡
宮
の
所
領

に
は
、
支
配
の
た

め
八
幡
宮
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
石
清
水
領
白
水
荘
に
は
八
幡

宮
が
置
か
れ
、
現
在
ま
で
存
在
し
て
い

ま
す
。
小
倉
に
八
幡
宮
が
あ
れ
ば
、
ま

ち
が
い
な
く
春
日
市
の
小
倉
が
小
倉
荘

の
所
在
地
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
小
倉
に

あ
る
の
は
住
吉
宮
で
す
。
こ
れ
が
所
在

地
の
確
定
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、八
幡
宮
が
あ
り
発
音
も
近
い
、

八
幡
東
区
尾
倉
お
ぐ
ら

が
小
倉
荘
の
候
補
で
あ

る
と
い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
筑
前
に
は
ほ
か
に

小
倉
と
い
う
地
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
春
日
市
が
最
有
力
候

補
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
社
と
荘
園
の

結
び
付
き
は
、
強
い
も
の
な
の
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

293
弥
勒
寺
領
筑
前
小
倉
荘

み
ろ
く
じ
り
ょ
う
ち
く
ぜ
ん
こ
く
ら
の
し
ょ
う

情
報
ひ
ろ
ば
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保
護
者
が
交
通
事
故
な
ど
で
死
亡
し

た
り
、
重
い
後
遺
障
害
が
残
っ
た
り
し

た
た
め
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困

難
な
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・
学
生
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

※
　
入
学
予
定
の
人
も
応
募
で
き
ま

す
。な

お
、
奨
学
金
の
額
や
返
還
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

(財)
交
通
遺
児
育
英
会

0
1
2
0(

5
2
1
2
8
6)

0
3(

3
5
5
6)

0
7
7
5

h
ttp
://w
w
w
.ko
tsu
iji.co

m

FAX

小
学
5
年
生
〜
中
学
生
と
、
そ
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
教
室
で
す
。
親
子

で
芸
術
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
第
1
回
　
6
月
21
日
(土)

佐
賀
県
立
美
術
館
を
探
検

▽
第
2
回
　
7
月
20
日
(日)

尺
八
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

▽
第
3
回
　
8
月
9
日
(土)

陶
芸
を
体
験
し
て
み
よ
う

▽
第
4
回
　
9
月
13
日
(土)

能
に
ふ
れ
て
み
よ
う

▽
第
5
回
　
10
月
18
日
(土)

伝
統
工
芸
を
体
験
し
よ
う

▽
第
6
回
　
11
月
15
日
(土)

バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
ふ
れ
て
み

よ
う

▽
第
7
回
　
12
月
6
日
(土)

博
多
独
楽
に
ふ
れ
て
み
よ
う

※
　
講
師
の
都
合
で
日
程
な
ど
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大

谷
6
―

24
）
な
ど

定
員

親
子
19
組
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

一
組
年
間
2

5
0
0
円

申
込
方
法

6
月
2
日
(月)
〜
6
月
13
日

(金)(

平
日
の
み)

の
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

母
子
医
療
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
者

に
は
、
5
月
末
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す

FAX

の
で
、
6
月
30
日
(月)
ま
で
に
市
役
所
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
申
請
し
な
い
と
、
7
月
末
で
受

給
資
格
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
医
療
担

当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す

交
通
遺
児
奨
学
生

会
員
募
集

親
と
子
の
芸
術
鑑
賞
教
室

6
月
中
に
更
新
を

母
子
医
療
の
受
給
資
格

�

そ
の
他

住吉神社（小倉）

は
か
た

ご

ま

て
ら
さ
き
な
お
と
し



あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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最
近
子
ど
も
た
ち
が
熱
中
し
て
い
る

遊
び
の
一
つ
に
、「
お
手
玉
」
が
あ
り

ま
す
。

「
見
て
！
見
て
！
」
と
自
慢
気
に
得

意
技
を
披
露
し
合
っ
て
い
ま
す
。
家
の

人
に
お
手
玉
を
作
っ
て
も
ら
い
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
も
せ
ず
に
練
習
し
た
子
も
い

る
よ
う
で
す
。

こ
ん
な
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
く
児
童
セ
ン
タ
ー
に
、
あ
な
た
も

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

6月�
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１�

須玖南１－９１�

光町児童センター�
（５０１）７０１４ �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

サッカー教室　午後2時～3時�

小学生以上　※持っていればサッカーボール持参�

おはなしはじまるよ�

午前11時～11時30分�

インラインスケート教室　午後1時30分～3時�

小学生以上、10人、要申し込み�

父の日プレゼント作り　午前11時～正午�

小学生以上、10人、200円、要申し込み�

おはなしクラブ回生園へ行こう　午後3時～�

和紙で花作り（ハマナス）　午後2時～3時�

小学生以上、10人、200円、要申し込み�

ハイハイたんぽぽ広場　午前11時～�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

たんぽぽ広場　午前11時～�

10日、24日�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時45分�

2日、9日、16日、17日（安全点検日）、23日、30日�

※　　　（網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 要申し込みは6月1日（日）午前10時から受け付けます。電話でも受け付けます。（小学生以上は本人申し込み）�

※ 行事の終了時間は、目安となる時間です。詳しくは各児童センターにお問い合わせください。�

あつまれ！ボランティア　午後2時～�

小学生以上�

さくらんぼ広場　午前11時～�

場所：春日公園公民館�

出前児童センター　午後1時30分～3時�

場所：春日原公民館�

ナイトでないと　午後8時～翌日午前7時�

小学生以上、100人、要申し込み�

ピヨピヨ広場　午前11時～�

3日、24日�

３館合同卓球大会�
午後1時30分光町児童センター集合、各館小学3・4年生10人、小学5年生以上10人、要申し込み�

ママの“ホッ”とタイム（フラワーアレンジメント）�

午前10時～正午、20人、1.500円�

※託児（1人500円）の申し込みは12日まで�

ジュニアボランティアのたのしいおはなし�

午後1時～�

父の日のプレゼント作り�

（缶バッジキーホルダー）　午後2時～、�

 30人、100円、要申し込み�

※バッジにしたい写真を持参�

一輪車でゴー！ゴー！！�

午前10時30分～、小学生以上�

めざせオリンピック　午後2時～�

やるキッズ！一日中トランプ大会!! 

すくすく育児相談　10時～11時30分�

赤ちゃん広場　午前11時30分～正午�

父の日プレゼント作り！　午前10時～、�

午後2時～　小学生以上、各10人、120円、�

要申し込み�

つめたーいスライム作り�

①午前10時～正午　②午後2時～4時�

小学生以上、50円�

アップル広場　午前11時～�

3日、24日�

ママの"ホッ"とタイム（エアロビクス）�

午前10時30分～正午、18人�

※託児（1人500円、先着12人）の申し込み�

　は20日まで�

一輪車教室�

①乗れない人　午前10時～11時�

②乗れる人　午前11時～正午�

小学生以上、各15人、要申し込み�

挑戦ギネス　午後1時～�

きょうのおはなしな～に？　午後２時～�

7日（土）�

8日（日）�

10日（火）�

12日（木）�

14日（土）�

15日（日）�

18日（水）�

19日（木）�

21日（土）�

27日（金）�

28日（土）�

29日（日）�

幼児向け�
遊びの広場�

伝言版�

休館日�

子
ど
も
た
ち
が
夢
中
！



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
・
散
歩
道
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生
涯
剣
道
を
め
ざ
し
て

古
賀

こ

が

淳
あ
つ
し

さ
ん（
須
玖
南
）85
歳

カ
タ
カ
ナ
語

市
報
作
り
で
苦
労
す
る
一
つ
に
カ
タ

カ
ナ
語
を
ど
う
表
記
す
る
か
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
平
易
な
日
本
語
に
書

き
換
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
普

段
使
い
慣
れ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
語
だ
と

見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
▼
前
号

の
2
〜
3
ペ
ー
ジ
で
は
16
も
の
カ
タ
カ

ナ
語
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

「
テ
レ
ビ
」な
ど
定
着
し
て
い
る
言
葉
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
コ
ス
ト
」は「
費

用
」と
す
べ
き
で
し
た
。「
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
」は
車
を
運
転
す
る
人
に
は
理

解
で
き
そ
う
で
す
が
一
般
的
に
は
ど
う

か
。「
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
」、
い
や「
エ

ン
ジ
ン
」は
カ
タ
カ
ナ
語
な
の
で「
発
動

機
を
止
め
る
」と
す
べ
き
か
、
も
し
く
は

「
暖
気
運
転
を
や
め
る
」な
ど
と
言
い
換

え
る
べ
き
だ
っ
た
か
。
言
い
換
え
る
と

余
計
に
分
か
り
に
く
く
な
る
気
も
し
ま

す
▼「
ト
イ
レ
」の
表
記
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
前
、
子
ど
も
に「
便
所
」と
言
っ

て
も
通
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
小
学

生
の
こ
ろ
は「
便
所
」と
言
っ
て
た
は
ず

で
す
が
。
ま
た
、
私
の
祖
母
は「
ご
不
浄
」

や「
お
手
洗
い
」と
言
っ
て
い
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
し
、「
W
C
」と
の
表
記
も
た

ま
に
見
か
け
ま
す
▼
時
代
や
世
代
に
よ

っ
て
使
う
言
葉
が
変
わ
る
日
本
語
は
豊

か
な
言
葉
と
い
え
ま
す
が
、
広
報
泣
か

せ
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

○ｋ

な�る�ほ�ど�

春日市の人権擁護委員は何
人？

①5人
②6人
③7人

今回の｢こころの健康｣のテ
ーマは？

①自律訓練法
②精神訓練法
③緊張訓練法

屋外50mプール利用開始は
いつ？

①6月8日
②6月15日
③6月22日

白水大池公園で人気の場所
は？

①ちびっこ広場
②こども広場
③ちびっこ王国

NIKOSUKOで体験できる
のは？

①懐かしいスポーツ
②よくあるスポーツ
③新しいスポーツ

10人に図書券（500円分）が
当たります！

問１�

問２�

問３�

問４�

問５�

問1 ①赤ちゃん広場
問2 ③背振山寺
問3 ①こどもの日
問4 ③水の苦手な人
問5 ①親子レクリエーション

（応募総数　70通）

応募方法 ハガキに、①この市
報の月日号②答え③住所④氏
名⑤電話番号⑥市報に対する
ご意見などを書いて送ってく
ださい。
あて先 〒816－8501
春日市役所広報担当
締め切り日
6月20日金(必着)

※　答えはすべてこの市報の中
にあります。なお、賞品の発
送をもって発表に代えます。

前
回
の
答
え

毎
週
土
曜
日
の
夕
刻
、
筑
紫
野
市
の
二

日
市
東
小
学
校
体
育
館
で
稽
古
に
励
む

「
筑
紫
高
齢
剣
友
会

ち
く
し
こ
う
れ
い
け
ん
ゆ
う
か
い

」。
全
員
が
筑
紫
地
区

内
に
住
む
60
歳
以
上
の
現
役
剣
士
ば
か
り

と
い
う
こ
の
会
の
会
長
が
古
賀
淳
さ
ん
、

教
士
き
ょ
う
し

7
段
で
す
。

「
毎
週
、
こ
こ
で
稽
古
す
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
保
っ
て
き
た
健
康
を
維
持
す
る
た

め
な
ん
で
す
」。
背
筋
が
ぴ
ん
と
伸
び
、

柔
和
な
口
調
な
が
ら
い
き
い
き
と
し
た
表

情
で
こ
う
話
す
古
賀
さ
ん
は
、
と
て
も
85

歳
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
古
賀
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
長
年

に
わ
た
っ
て
剣
道
の
普
及
発
展
に
貢
献
し

た
人
に
贈
ら
れ
る
(財)
全
日
本
剣
道
連
盟

「
剣
道
有
功
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
高
齢
剣
士
仲
間
と
稽
古
に
い

そ
し
む
古
賀
さ
ん
で
す
が
、
実
は
、
地
元

春
日
市
で
は
も
ち
ろ
ん
、
転
勤
で
移
り
住

ん
だ
先
々
で
も
、
仕
事
の
傍
ら
、
道
場
を

見
つ
け
て
は
後
進
の
指
導
を
続
け
て
き
た

実
績
が
あ
る
の
で
す
。

「
あ
の
こ
ろ
、
子
ど
も
が
待
っ
て
い
る

と
思
え
ば
、
足
が
自
ず
と
道
場
に
向
い
た

も
の
で
す
」。
こ
う
振
り
返
る
古
賀
さ
ん

自
身
が
剣
道
に
出
会
っ
た
の
は
昭
和
初
期

の
こ
ろ
。
小
学
4
年
生
で
父
親
の
転
勤
に

同
行
し
て
渡
っ
た
韓
国
で
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
70
余
年
、
技
を
磨
き
、
精

神
修
養
を
重
ね
て
剣
道
に
励
み
な
が
ら
、

同
時
に
青
少
年
の
育
成
に
積
極
的
に
携
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
春
日
市
と
筑
紫
地
区
の
剣
道
連

盟
の
会
長
と
し
て
も
引
き
続
き
そ
の
発
展

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
言
う
な
れ
ば
自
分
は
刃
物
を
研
ぐ
砥と

石い
し

の
よ
う
な
も
の
。
私
自
身
が
光
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
磨
か
れ
て
子
ど
も
た

ち
が
輝
い
て
く
れ
た
こ
と
に
満
足
し
て
い

ま
す
」。
受
賞
の
感
想
を
謙
虚
に
述
べ
る

古
賀
さ
ん
か
ら
、
指
導
に
か
け
た
情
熱
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
剣
道
有
功
賞

ゆ
う
こ
う
し
ょ
う

」を
受
賞

「筑紫高齢剣友会」の会員と共に(中央が古賀さん)

ニ　　コ　　す　　こ



5月12日、市社会福祉協議会で、布絵本やおもちゃの製作・貸

し出しを行っているボランティアグループ｢イルカくらぶ｣主催の

講演会が行われ、子育て中の人や、布絵本・おもちゃに関心のあ

る人約60人が参加しました。

この講演会は、IBBY(国際児童図書評議会)に｢障害を持つ子

のための良い図書｣と認定され、高齢者などさまざまな場面で必

要とされている布絵本・おもちゃのことを、多くの人に知ってもらおうと行われたもの。

講師の池上従子
いけがみよりこ

さん(よこはま布えほんぐるーぷ代表)は、自身の体験談や、製作時の苦労・アドバイスなどをわ

かりやすく語ってくれました。

作品を実際に手に取ってみると、布の持つ温かみが感じられ、心がいやされる1日となりました。

（広報レポーター　福山正美）

5月10日、ふれあい文化センターで、広報紙作成講習会が行われました。

この講習会には、PTAや自治会などの広報担当者40人が参加。講師の

田仲達雄
たな か た つ お

さん(元西日本新聞社整理部デスク)の新聞社時代のさまざまな経

験談も含め、広報紙の目的や作成のポイントなど、広報紙づくりの基礎を学

びました。

今年度から広報紙づくりに携わるという参加者も多く、参加者の一人は

「講習で学んだことを生かし、より良い広報紙をつくることで地域の皆さん

のお役に立てれば」と抱負を述べていました。

イルカくらぶ　布絵本・おもちゃ講演会

念願の中学校給食が、5月12日、市内6中学校で一斉に始まりました。

導入されたのは、小学校とは異なる選択制の給食で、生徒自身が給食か弁

当持参のいずれか決めることができるというもの。現在、34％に当たる約

1,330人の生徒が給食を利用しています。

この日は、井上市長と河鍋教育長が春日中学校を訪れ、委託している民間

調理場から運ばれてきた弁当給食を生徒と一緒に試食。

二人の訪問に、やや緊張気味に初給食を味わった生徒たちからは、ハンバ

ーグやジャガイモのソテーなどの献立に、「おいしい」の声が上がっていました。

給食か弁当持参か好きな方を　中学校給食がスタート

魅力ある広報紙づくりを目指して　広報紙作成講習会

市 の 人 口

●総人口 108,649人

（前月比+560人）

女 55,074人　男 53,575人

●世 帯 数 42,287世帯

●転 入 1,600人　●出 生 101人

●転 出 1,097人　●死 亡 46人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

5
月
1
日
　
春
日
原
小
学
校
放
課
後

▼

▲講師の話に熱心に耳を傾ける受
講者

▲おかずを見比べながら和やか
に初給食
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5月12日、春日中学校で、井上市長と
いっしょに給食を味わった1年2組の生
徒たち。給食と手づくり弁当のおかずを
見比べながら、和気あいあい。

表
紙
の
写
真

池
上
さ
ん
の
作
品
に
は
、

驚
き
が
い
っ
ぱ
い

(4/30現在)

▲


